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（ 、 ）○ 別表 学部の学科 研究科の専攻等

学部の学科、研究科の専攻等名 収容定員 収容数 定員充足率

(a) (b) (b)/(a)×100
(名) (名） （％）

文学部
人文科学科 ７６０ ８７１ １１４．６

教育学部
教育学科 ２２０ ２５２ １１４．５

法学部
法学課程 ８８０ １，０４９ １１９．２

経済学部＊
経済学科 ３００ ３５６ １１８．７
経営学科 ２７０ ２８３ １０４．８
１年次（学科分属前） １９０ ２１１ １１１．１

理学部＊
数学科 １５０ １５４ １０２．７
物理学科 １０５ １１２ １０６．７
化学科 ２２５ ２３４ １０４．０
生物科学科 ２４０ ２４８ １０３．３
地球科学科 １８０ １９４ １０７．８
１年次（学科分属前） ３００ ３５６ １１８．７

医学部
医学科 ５９０ ６０４ １０２．４
（うち医師養成に係る分野） （５９０） （６０４） （１０２．４）
保健学科 １８０ １９２ １０６．７

歯学部
歯学科 ３６０ ３５８ ９９．４
（うち歯科医師養成に係る分野） （３６０） （３５８） （９９．４）

薬学部
総合薬学科 ３２０ ３４３ １０７．２

工学部＊
材料工学科 １２０ １２７ １０５．８
応用化学科 ２１０ ２２０ １０４．８
情報工学科 １８０ １９４ １０７．８
電子工学科 １８０ １８８ １０４．４
システム工学科 １８０ １９５ １０８．３
応用物理学科 １５０ １７４ １１６．０
原子工学科 １２０ １２８ １０６．７
機械工学科 ２４０ ２５６ １０６．７
土木工学科 ２４０ ２３９ ９９．６
建築都市学科 １３５ １４３ １０５．９
環境工学科 １６５ １６８ １０１．８
資源開発工学科 ９０ ９２ １０２．２
３年次編入学（各学科共通） ２０ ３８ １９０．０
１年次（学科分属前） ６７０ ７６６ １１４．３

農学部＊
生物資源科学科 １０８ １１４ １０５．６
応用生命科学科 ９０ ９４ １０４．４
生物機能化学科 １０５ １１１ １０５．７
森林科学科 １０８ １１６ １０７．４
畜産科学科 ６９ ７０ １０１．４

北海道大学

学部の学科、研究科の専攻等名 収容定員 収容数 定員充足率

農業工学科 ９０ ９８ １０８．９
農業経済学科 ７５ ８２ １０９．３
１年次（学科分属前） ２１５ ２４０ １１１．６

獣医学部
獣医学科 ２４０ ２５４ １０５．８

水産学部＊
水産海洋科学科 １２０ １３７ １１４．２
海洋生産システム学科 １２０ １４３ １１９．２
海洋生物生産科学科 １８０ １８９ １０５．０
海洋生物資源化学科 １８０ １８７ １０３．９
水産教員養成課程 ４５ ０ ０．０
（うち水産教員養成に係る分野） （４５） （０） （０．０）
１年次（学科分属前） ２１５ ２４０ １１１．６

文学研究科
思想文化学専攻 ６３ ７０ １１１．１
（うち修士課程 （３６） （４８） （１３３．３）

博士課程） （２７） （２２） （ ８１．５）
歴史地域文化学専攻 １８９ ２２８ １２０．６
（うち修士課程 （１０８） （１１８） （１０９．３）

博士課程） （８１） （１１０） （１３５．８）
言語文学専攻 ７７ ９３ １２０．８
（うち修士課程 （４４） （４２） （ ９５．５）

博士課程） （３３） （５１） （１５４．５）
人間システム科学専攻 ８４ ９１ １０８．３
（うち修士課程 （４８） （４６） （ ９５．８）

博士課程） （３６） （４５） （１２５．０）

教育学研究科
教育学専攻 １５３ １９１ １２４．８
（うち修士課程 （９０） （１１３） （１２５．６）

博士課程） （６３） （７８） （１２３．８）

法学研究科
法学政治学専攻 １６１ １８０ １１１．８
（うち修士課程 （８８） （１２６） （１４３．２）

博士課程） （７３） （５４） （ ７４．０）
法律実務専攻 １００ １０３ １０３．０
（専門職学位課程）

経済学研究科
経済システム専攻 ６３ ４９ ７７．８
（うち修士課程 （３６） （２９） （ ８０．６）

博士課程） （２７） （２０） （ ７４．１）
現代経済経営専攻 ７７ ７４ ９６．１
（うち修士課程 （４４） （４９） （１１１．４）

博士課程） （３３） （２５） （ ７５．８）
経営情報専攻 ６２ ３７ ５９．７
（うち修士課程 （４４） （３３） （ ７５．０）

博士課程） （１８） （４） （ ２２．２）

理学研究科
数学専攻 １５８ １２９ ８１．６
（うち修士課程 （９２） （９２） （１００．０）

博士課程） （６６） （３７） （ ５６．１）
物理学専攻 １３５ １２３ ９１．１
（うち修士課程 （７８） （８７） （１１１．５）

博士課程） （５７） （３６） （ ６３．２）
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学部の学科、研究科の専攻等名 収容定員 収容数 定員充足率

(a) (b) (b)/(a)×100
(名) (名） （％）

化学専攻 １６５ １７７ １０７．３
（うち修士課程 （９６） （１３０） （１３５．４）

博士課程） （６９） （４７） （ ６８．１）
生物科学専攻 １５５ １８３ １１８．１
（うち修士課程 （９０） （１１２） （１２４．４）

博士課程） （６５） （７１） （１０９．２）
地球惑星科学専攻 １３０ １１３ ８６．９
（うち修士課程 （７６） （６８） （８９．５）

博士課程） （５４） （４５） （８３．３）

医学研究科
医科学専攻 ４０ ７０ １７５．０
（修士課程）
生体機能学専攻 ８０ １７ ２１．３
（博士課程）
病態制御学専攻 １２０ １７３ １４４．２
（博士課程）
高次診断治療学専攻 ９６ １４６ １５２．１
（博士課程）
癌医学専攻 ４８ ５２ １０８．３
（博士課程）
脳科学専攻 ５６ ３２ ５７．１
（博士課程）
社会医学専攻 ４０ ２８ ７０．０
（博士課程）

歯学研究科
口腔医学専攻 １６８ １６０ ９５．２
（博士課程）

薬学研究科
生体分子薬学専攻 ５１ ８１ １５８．８
（うち修士課程 （３０） （４８） （１６０．０）

博士課程） （２１） （３３） （１５７．１）
創薬化学専攻 ５１ ７４ １４５．１
（うち修士課程 （３０） （４４） （１４６．７）

博士課程） （２１） （３０） （１４２．９）
医療薬学専攻 ４４ ６１ １３８．６
（うち修士課程 （２６） （４３） （１６５．４）

博士課程） （１８） （１８） （１００．０）

工学研究科
物質工学専攻 １０２ １１８ １１５．７
（うち修士課程 （６０） （１００） （１６６．７）

博士課程） （４２） （１８） （４２．９）
分子化学専攻 １１６ １１４ ９８．３
（うち修士課程 （６８） （９３） （１３６．８）

博士課程） （４８） （２１） （４３．８）
量子物理工学専攻 １００ ８６ ８６．０
（うち修士課程 （５８） （７４） （１２７．６）

博士課程） （４２） （１２） （２８．６）
量子エネルギー工学専攻 ７２ ５７ ７９．２
（うち修士課程 （４２） （４８） （１１４．３）

博士課程） （３０） （９） （３０．０）
機械科学専攻 １１４ １５０ １３１．６
（うち修士課程 （６６） （１２５） （１８９．４）

博士課程） （４８） （２５） （５２．１）

北海道大学

学部の学科、研究科の専攻等名 収容定員 収容数 定員充足率

社会基盤工学専攻 ９３ １３１ １４０．９
（うち修士課程 （５４） （１０３） （１９０．７）

博士課程） （３９） （２８） （７１．８）
都市環境工学専攻 １１４ １６８ １４７．４
（うち修士課程 （６６） （１２５） （１８９．４）

博士課程） （４８） （４３） （８９．６）
環境資源工学専攻 ９３ １３７ １４７．３
（うち修士課程 （５４） （１０８） （２００．０）

博士課程） （３９） （２９） （７４．４）
システム情報工学専攻※ １１２ １４１ １２５．９
（うち修士課程 （５８） （１０２） （１７５．９）

博士課程） （５４） （３９） （７２．２）
電子情報工学専攻※ ９４ １４４ １５３．２
（うち修士課程 （４８） （８７） （１８１．３）

博士課程） （４６） （５７） （１２３．９）

農学研究科
生物資源生産学専攻 １９５ ２２５ １１５．４
（うち修士課程 （１１４） （１４３） （１２５．４）

博士課程） （８１） （８２） （１０１．２）
環境資源学専攻 １６５ １９７ １１９．４
（うち修士課程 （９６） （１３８） （１４３．８）

博士課程） （６９） （５９） （８５．５）
応用生命科学専攻 １３５ １７０ １２５．９
（うち修士課程 （７８） （１１５） （１４７．４）

博士課程） （５７） （５５） （９６．５）

獣医学研究科
獣医学専攻 ８６ ６７ ７７．９
（博士課程）

水産科学研究科
環境生物資源科学専攻 １４９ １９８ １３２．９
（うち修士課程 （８６） （１１８） （１３７．２）

博士課程） （６３） （８０） （１２７．０）
生命資源科学専攻 １３５ １５８ １１７．０
（うち修士課程 （７８） （１１２） （１４３．６）

博士課程） （５７） （４６） （８０．７）

地球環境科学研究科
地圏環境科学専攻 ９７ ６７ ６９．１
（うち修士課程 （５８） （４１） （７０．７）

博士課程） （３９） （２６） （６６．７）
生態環境科学専攻 １４３ １３０ ９０．９
（うち修士課程 （８６） （６９） （８０．２）

博士課程） （５７） （６１） （１０７．０）
物質環境科学専攻 ７９ １０７ １３５．４
（うち修士課程 （４６） （７１） （１５４．３）

博士課程） （３３） （３６） （１０９．１）
大気海洋圏環境科学専攻 １０１ ８９ ８８．１
（うち修士課程 （６２） （５６） （９０．３）

博士課程） （３９） （３３） （８４．６）

国際広報メディア研究科
国際広報メディア専攻 ９６ １０８ １１２．５
（うち修士課程 （５４） （６９） （１２７．８）

博士課程） （４２） （３９） （９２．９）
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学部の学科、研究科の専攻等名 収容定員 収容数 定員充足率

(a) (b) (b)/(a)×100
(名) (名） （％）

情報科学研究科 ２８ ４１ １４６．４
複合情報学専攻 （２４） （３４） （１４１．７）
（うち修士課程 （４） （７） （１７５．０）

博士課程） ３２ ２８ ８７．５
コンピュータサイエンス専攻 （２４） （２２） （９１．７）
（うち修士課程 （８） （６） （７５．０）

博士課程） ４７ ４２ ８９．４
情報エレクトロニクス専攻 （３９） （３３） （８４．６）
（うち修士課程 （８） （９） （１１２．５）

博士課程） ３９ ３１ ７９．５
生命人間情報科学専攻 （３３） （２６） （７８．８）
（うち修士課程 （６） （５） （８３．３）

博士課程） ３８ ４０ １０５．３
メディアネットワーク専攻 （３０） （３４） （１１３．３）
（うち修士課程 （８） （６） （７５．０）

博士課程） ３５ ３４ ９７．１
（ ） （ ． ）システム情報科学専攻 （２７） ３１ １１４ ８

（ ） （ ． ）（うち修士課程 （８） ３ ３７ ５
博士課程）

医療技術短期大学部
看護学科※ １６０ １５７ ９８．１
理学療法学科※ ４０ ４４ １１０．０
作業療法学科※ ４０ ４１ １０２．５
衛生技術学科※ ８０ ８０ １００．０
診療放射線技術学科※ ８０ ８４ １０５．０
専攻科助産学特別専攻 ２０ ２１ １０５．０

（注１）※を付した研究科の専攻及び医療技術短期大学部の学科は，平成１５年度入学者をもって募集を
停止した専攻及び学科を示す。

（注２）＊を付した学部の各学科における収容定員及び収容数は，２～４年次を示す。

北海道大学
○ 計画の実施状況等

１ 収容定員と収容数に＋15％を超える差がある主な理由

【学士課程】
・ 法学部法学課程では，司法試験・公務員試験等の資格試験受験希望者の留年が多い。
・ 経済学部経済学科では，公務員試験等の資格試験受験希望者による留年やいわゆる就職浪人が，

近年減少しつつあるものの，まだ相当数存在する。
・ 理学部１年次（学科分属前）については，例年，退学・休学があることを考慮して，相当数の学

生を合格させたことが主な理由である。
・ 工学部応用物理学科では，例年に比して留年者が多かった。また，同学部の３年次編入学につい

ては，入学形態の多様化により優秀な編入学希望者を積極的に受け入れた結果であり，学部学生全
体に占める編入学生の割合は1.3％程度で，教育上の問題は生じていない。

・ 水産学部海洋生産システム学科については，水産教員養成課程の定員について，各学科に均等に
学生を配属していることによるものである。水産学部全体としては，定員充足率104.2％であり，
同学部においては，平成18年度からの組織再編に伴い，同課程の収容定員について見直すこととし
ている。

【修士課程】
・ 文学研究科思想文化学専攻では，取り上げる文献の関係で論文完成に時間がかかり，特に社会人

学生の一部は職務の繁忙等のため，修業年限内に修士論文を提出しない学生が多い。
・ 教育学研究科教育学専攻では，社会人の占める割合が高く，就業先の職務の繁忙化，転勤等によ

る留年が多い。
・ 法学研究科法学政治学専攻では，学士課程と同様に司法試験・公務員試験等の資格試験受験希望

者の留年が多い。
・ 医学研究科医科学専攻では，修士課程・博士課程一貫教育による医科学研究者・教育者としての

人材養成を目指して，博士課程への進学を奨励しており，定員収容率の低い博士課程（基礎医学分
野）の収容数の増加が期待できるため，成績優秀者を多く受け入れている。

・ 理学研究科化学専攻・生物科学専攻，薬学研究科の全専攻，工学研究科の量子エネルギー工学専
攻を除く各専攻，農学研究科の全専攻，水産科学研究科の全専攻，地球環境科学研究科物質環境科
学専攻，国際広報メディア研究科国際広報メディア専攻及び情報科学研究科複合情報学専攻におい
ては，社会的ニーズにより修士修了者に対する求人が増えており，多くの成績優秀者が入学を志願
したため，十分な教育･研究指導を行える範囲で学生を入学させたことが主な理由である。

なお，これらの社会情勢や学生の要望を考慮して，工学研究科及び水産科学研究科においては，
平成17年度からの組織再編に伴い収容定員を見直した。

【博士課程】
・ 文学研究科の思想文化学専攻を除く各専攻では，学問分野の性格により，博士論文完成に時間を

要することや海外留学等による留年が多いことにより，修業年限内に論文を提出できないことが主
な理由である。

・ 教育学研究科教育学専攻では，修士課程と同様に社会人の占める割合が高く，就業先の職務の繁
忙化，転勤等による留年が多い。

・ 医学研究科病態制御学専攻・高次診断治療学専攻は，臨床医学分野から構成されており，臨床系
大学院学生が北海道の地域医療に貢献する場合も多く，修業年限内に博士論文を提出できないなど
の特殊事情がある。

・ 薬学研究科生体分子薬学専攻・創薬化学専攻は，社会人学生・留学生が多く，留年が多い。
・ 工学研究科電子情報工学専攻及び情報科学研究科複合情報学専攻では，多くの成績優秀者が入学

を志願したため，十分な教育･研究指導を行える範囲で学生を入学させた。
・ 水産科学研究科環境生物資源科学専攻は，社会情勢を反映した学生のニーズによるものである。

２ 収容定員と収容数に－15％を超える差がある主な理由

【学士課程】
・ 水産学部の水産教員養成課程は収容数０人であるが，同学部においては水産教員養成課程の定員

について，各学科に均等になるよう学生を配属していることによるものである。課程修了認定に必
要な単位については，各学科に所属しながら修得できるようにカリキュラム編成しており，水産学
部全体としては，定員充足率104.2％である。なお，同学部においては，平成18年度からの組織再
編に伴い，同課程の収容定員について見直すこととしている。

【修士課程】
・ 経済学研究科経済システム専攻では，学内外の専門職大学院設置の影響があるとともに，近年の

就職難から進路変更が見られた。また，同研究科経営情報専攻では，同様の理由に加えて，税理士
法の改正による試験科目免除の制度廃止による影響もある。

・ 地球環境科学研究科地圏環境科学専攻・生態環境科学専攻では，寒冷域を対象とする講座を志望
する学生の減少が見られた。
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・ 情報科学研究科情報エレクトロニクス専攻・生命人間情報科学専攻では，新設の研究室に学外か
ら教授等を採用したため，学生確保に時間不足などがあった。

【博士課程】
・ 文学研究科思想文化学専攻では，修士課程修了者の就職状況が良く，博士課程への進学希望者が

少ないことが主な理由である。
・ 法学研究科法学政治学専攻では，研究者を養成する課程として入学に高いハードルを課してきた

こと，また，平成12年度からの定員増により充足率が低く推移した。平成16年度から定員を見直し
ており，定員充足率は今後改善が見込まれる。

・ 経済学研究科の全専攻では，博士課程修了時の就職難などにより，志望する学生が少ないことが
主な理由である。

・ 理学研究科の生物科学専攻を除く各専攻については，研究職・開発職の社会的ニーズが少ない傾
向が続き，特に近年の景気の冷え込みがこの傾向に拍車をかけている。

・ 医学研究科生体機能学専攻の定員充足率が低い主な理由は，基礎医学分野への進学希望者が少な
いことによる。同研究科脳科学専攻・社会医学専攻では，臨床医学分野とともに基礎医学分野を含

， 。 ， ， 。むため そちらへの進学は少なかった 加えて 脳科学専攻では 教授の定年退職の影響もあった
なお，基礎医学分野では，医科学専攻（修士課程）との連携により数年後の改善が見込まれる。

・ 工学研究科物質工学専攻・分子化学専攻・量子エネルギー工学専攻・量子物理工学専攻・機械科
学専攻・社会基盤工学専攻・環境資源工学専攻では，関連業界の好況などにより，修士課程修了者
の企業等への就職数が多いことに加えて，３年間の経済的負担と博士課程修了時の就職状況が改善
しないことが，進学者が少ない主な理由である。また，同研究科システム情報工学専攻では，情報
科学研究科新設の影響が見られた。

・ 獣医学研究科獣医学専攻では，社会情勢の影響で学部卒の就職希望者が増えた。
， 。・ 水産科学研究科生命資源科学専攻では 社会情勢を反映した学生のニーズの減少に起因している

・ 地球環境科学研究科地圏環境科学専攻では，全般的に学生の志望が減少し，同研究科大気海洋圏
環境科学専攻では，物質循環を対象とする講座を志望する学生が減少している。なお，平成17年度
から改組を行った。

・ 情報科学研究科のコンピュータサイエンス専攻・生命人間情報科学専攻・システム情報科学専攻
では，新設の研究室に学外から教授等を採用したため，学生確保に時間不足などがあった。同研究
科メディアネットワーク専攻では，新組織のため専攻内での広報が不十分であったことが主な理由
となった。

３ 秋季入学の実施状況及び入学者数（平成16年10月）

修士課程：理学研究科（０名 ，薬学研究科（０名 ，農学研究科（５名）） ）
地球環境科学研究科（１名 ，情報科学研究科（３名））

博士課程：理学研究科（４名 ，薬学研究科（０名 ，工学研究科（22名）） ）
農学研究科（５名 ，獣医学研究科（３名 ，水産科学研究科（10名）） ）
地球環境科学研究科（１名 ，情報科学研究科（９名））

北海道大学


